
2022 年度 JICA 地球ひろば 国際理解教育/開発教育指導者研修 

国際理解教育/開発教育 学習指導（活動）案 
【実践者】 

【実施概要】 

1. 単元名(活動名)：アルゼンチンから学ぶ多文化共生 

2. 実践する教科・領域： 

  地歴公民科 地理総合 

 「世界の多民族・多文化社会」 
 

3. 学習領域 

 １ ２ ３ ４ 

Ａ多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生  

Ｂグローバル社会 相互依存 情報化   

Ｃ地球的課題 人権 環境 平和 開発 

Ｄ未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加  

4. 単元の目標（評価規準を意識して設定）： 

①アルゼンチンには多様な生活文化が存在することを理解する。 

②多面的・多角的な視野をもちながら、歴史・生活・日本との関わりについて調べ、発表する。 

③共生を図るにはどうしたらよいかについて主体的に考え、日々の暮らしの中で生かそうとする。 

5. 単元の

評価規準 

①知識及び技能 アルゼンチンの多様な生活文化を理解している。 

②思考力、判断力、表現力等 
多面的・多角的な視野をもって、歴史・生活・日本との関わり

について考察し、表現している。 

③学びに向かう力 
共生を図るにはどうしたらよいかについて主体的に考え、日々

の暮らしの中で生かそうとしている。 

6. 単元設定
の理由・単元
の意義 

（児童/生
徒観、教材
観、指導観） 

【単元設定の理由あるいは単元の意義】 

日本もすでに多文化社会に入っており、私たち日本人と外国人が共生していくために、何を 

すべきか、どのような態度をもつべきか考え行動すべき時代である。今回、ラテンアメリカ 

の学習を通し、日本と関わりの深い日系移民についてや多民族・多言語の背景を学ぶことに 

より、「共生」という言葉の意味について考えさせたい。 

【児童／生徒観】 

本校は北海道のオホーツク海側の興部町に位置しており、地域的にも流氷が到来する時期 

以外では、外国人との関わりが非常に少ない背景がある。また、大学への進学というよりは、

就職や専門学校への進学に向けて、社会人として生きていくための教育に主眼が置かれ、 

地域に根差した教育活動が日々行われている。生徒としては、成功体験が少なく、自己肯定感 

を持てない生徒が多い一方で、授業の内容には興味を持って意欲的に取り組む側面も見られ、 

教師の指導を素直に受け取る生徒が多い印象である。 

【教材観】 

本科目である地理総合は、本校では初めて科目として本年度設定された。地理総合では、国際

理解や国際協力が重視され、SDGsとの関連づけも必要とされる。日本から見て地球の裏側に位

置する南米であるが、日系の方々が多く暮らしている状況を考えると、私たちが深い理解を行

うことは、「共生」を考えていくために必要であると捉えている。 

【指導観】 

本校の生徒は、SDGsについての知識や地理的知識についても浅い生徒が多い。だからこそ、 

「知らない」国について触れることは、学びを深めるには重要であると考えている。 

授業者氏名 杉山 拓哉 学校名 北海道興部高等学校 

教科（科目）・領域 地歴公民科 地理総合 対象学年（人数） １年Ａ組（１５名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 2022 年 10 月中旬～11 月初旬（８時間） 
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ただ、「知らない」からこそ、自分ごとに引き寄せる段階を踏まなければ、「他人事」に 

なってしまい、共生を考えていく上での１つのハードルになってしまう。 

そのために、教材選びは慎重に行い、段階を経てグループワークにつなげなければならないと

思い、単元の構成を以下のように設定した。 

7. 単元計画（全８時間）  

時 ねらい 学習活動 資料など 
 

１ ・SDGs について、実生活と関連 

付けながら理解を深める。 

・トレードオフの解決方法を考案す

ることを通し、課題解決の手法に

ついて学ぶ。 

・日々の何気ない学校生活での行動が、SDGs
の何番に関連するかについて、ペアワークで 

 の考察を通して学習する。 
・SDGs カードゲームを行う。 

 

THE SDGs Action  

cardgame「X（クロス）」 

（金沢工業大学） 

２・３ 
 

・調べた結果を共有し合い、アルゼ

ンチンの歴史・生活・日本とのか

かわりについての理解を深める。 

・「歴史」、「生活」、「日本との関わり」 
 の３チームに分かれ、調べ学習及び発表を 
 行う。 

『2022 データブック 
オブ・ザ・ワールド』 
（二宮書店） 

４ ・日系の人々がアルゼンチンを始め

とするラテンアメリカに渡ったの

はなぜか理解する。 
 

・いみんトランクの中身を見る。 

・中南米移住地記録写真集から、日系移民の 

 生活を想像する。 

・JICA が発行している資料から、世界で日系 

 の方々が活躍していることを読み取る。 

 

・いみんトランク 
・中南米移住地記録写

真集 1964 
・JICA 
「各地に広がるニッケ

イ・ネットワーク」 
５・６ 

 
・生徒と研修生の間の交流を通し、

異文化理解を図る。 

 

ＪＩＣＡ研修生カロリーナさんと交流する。 
（想定される交流内容） 
・自己紹介 
・アルゼンチンでの生活について 
・なぜ日本を訪れることになったのか 
・日本で成し遂げたいこと 
・日本について理解が難しいこと 

・JICA帯広との連携 

７・８ 
本時 

・互いに「共生」を図っていくため 

には、どのような考え方が必要で 

あるかを考える。 

・亜島さんが楽しく学校生活を送れるために 
は、どうしたらよいかをグループで考える。 

・文化摩擦の事例について、まず個人で、次に

グループで共有した後、発表する。 

 

 
8. 本時の展開（概略） 
本時のねらい：日本とラテンアメリカ、特にアルゼンチンとの歴史や生活文化の違いについて再確認 

       しながら理解を深め、「共生」という意味や、どのように図っていくべきかということ 
       について深く考え、発表する。 
過程・

時間 
教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点 

（支援） 
資料（教材） 

 
導入 
（10分） 
 
 
 
 
 
 
 

「JICA研修生との交流を通して気づいたこと・ 
 考えたことはどんなことですか？」 
→個人ワークの後、ペアワークで共有を図る 
（予想される回答） 
・日本とアルゼンチンの生活環境の違いについて 
 知ることができた。 
・日系の人々がアルゼンチンで苦労している 
 ことがわかった。 
 

・机間巡視の上、 
まとめに困っている 
生徒がいれば、適宜 
助言を行う。 
 
 
 
 
 

・ワークシート 
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展開① 
（30分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開② 
（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「日系人の高校生である亜島マリオさんが、 
アルゼンチンから興部高校１年Ａ組に入学を 
してきました。日本語が理解できず困っており、 
他学年の生徒からもからかわれたり、授業も 
理解できず、興部町での生活も辛いものに 
なっています。 
亜島さんが楽しく学校生活を送れるためには、 
どうしたらよいでしょうか？」 
→アルゼンチンについて調べた際のグループに 
 再度分かれる。 
（「歴史」「生活」「日本との関わり」のグループ） 
 ３つのグループそれぞれにおいて、学んだこと 
や研修生からの話を基にして、解決方法を考え 
る。また、全体発表を行う。 
（予想される回答） 
・お互いの歴史を紹介し合いながら、コミュ 
ニケーションを取る。 

 ・日本での生活のルールを伝えたり、アルゼン 
チンでの生活のルールを尋ねることで、共通 
点を見つけ、それをルールとし、すれ違いが 
生じないようにする。 

 ・（経済援助などで）日本が助けているだけで 
  なく、（日本にはない物資について、輸入を 
  通して）助けてもらっていることを知った 
  上で、交流を図っていく。 
  
 
 
「それでは、ここで事例を紹介します。まず個人

でワークシートに書き、その後グループで意見を

共有しましょう。」 
＜事例Ａについて＞ 
『このような発言に対して、Ａさんはどのような

気持ちだったのでしょうか？』 
（予想される回答） 
・何気ない言葉であるが、バカにされているよう

ですごく傷ついたと思う。 
『ＢさんやＣさんの発言についてどう思います

か？』 
（予想される回答） 
・なぜわざわざ顔の色について言うのかがわから

ない。 
・出身国だけでサッカーができると決めつけてい

る。 
・肌の色で差別しているように思う。 
＜事例Ｂについて＞ 
『このときのＴさんの気持ちはどのような気持ち

だったでしょうか？』 
（予想される回答） 
・なぜ自分だけが注意されるのか、理由がわから

ない。 

・これまで学んだ事 
をグループごとに再

確認させ、それぞれの

テーマに基づく答え

にするように促す。 
・登場する人物の家

族構成や日本に来日

することになった経

緯を架空で設定する

ことにより、具体的な

イメージをもたせる。 
・教員からのコメン

トについては、学びが

深まる助言を目指し

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・机間巡視をしなが

ら、議論が止まってい

るグループには、声掛

けを行いながら議論

を深めさせたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
（亜島マリオさんの 
家族構成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（教科書の記述より） 
 
 
 

アルゼンチンに
作られた鳥居の
前で写真に写る
現地の人々 
 

・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（事例Ａ） 

（事例Ｂ） 
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展開③ 
（25分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
（15分） 
 
 
 

・外国人だから間違ったことをするだろうという

決めつけはやめてほしい。 
 
『なぜこのようなことが起こってしまったのでし

ょうか？』 
（予想される回答） 
・先輩の（単純な）確認ミス 
・外国人だった T さんが捨てたと一方的に決めつ

けたから。 
・先輩は、同じクラスに所属する人たちには言え

ず、後輩の中でも注意しやすい外国人の T さんを

選んだのではないか。 
 
『「共生」とはどのような意味を持つ言葉でしょう

か？』 
→新たにグループを構成し直し、そのグループに 
 「歴史」「生活」「日本との関わり」のチーム 
 に所属していたメンバーをまんべんなく配置 
 する。 
（予想される回答） 

 ・障害あるなし関係なく、日本人関係なく、 
外国人が共に生きていくこと 

 ・最近であれば、ＬＧＢＴなども共生に入る 
のでは？ 

『そうですよね、マイノリティの人たちも受け 
 入れる社会のことですよね。』 
『では、そのような社会を創っていくために 
 必要なことはどんなことでしょうか？』 
 （予想される回答） 
 ・差別をしないように今後気を付ける 
 ・周囲の人たちのことを理解できるよう、 
  交流を深めていく 
 ・全てを多数決で決めるのではなく、少数の 

意見も大切にする 
 
『みなさんは、これまでの授業で「共生」の意味

について突き詰めて考えることができましたね。』 
『授業前と授業後で、自分の考えにどのような 
 変化がありましたか？』 
『その際、今後生活していく中で意識すべきこと

や、授業を通して生まれた課題や問題点なども踏

まえて記入しましょう。』 
→ワークシートに記入し、時間があれば互いに 
 共有し合う。 
（予想される回答） 
・一言で「共生」と言っても、他国の人々と同じ 
 空間で過ごす際、お互いが快適に生活できる 
配慮は難しいと感じた 

・相手が外国人など関係なく、差別や偏見などを 
 無くしていき、普段の生活における会話にも 
 気をつけていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・それぞれのテーマ

ごとで学習していた

ことを踏まえながら、

グループごとに知恵

を出し合いたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教員が机間巡視を

しながら、記入したこ

とに共感的理解をし

ながらさらなる助言

を行いたい。 
・まとめでは、「共生」

の捉え方について、こ

の授業をもって完結

するというよりは、む

しろ葛藤をかかえた

り、授業後にも自問自

答できるよう、問いか

けや声掛けに配慮し

たい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシート 
 

（各グループに配布したイラストの例） 

（令和３年３月 埼玉県社会教育委員会議「令和
元・２年度埼玉県社会教育委員会議における議論
の整理」より） 
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・共通な言語で話せるようにならなければ、 
 お互いに歴史や文化の理解が難しいと感じる。 
 英語をしっかり学習したい。 

9．評価規準に基づく本時の評価（評価方法） 
・これまでの学習を再確認しながら、日本とラテンアメリカの歴史や生活文化の違いについて理解して 
いる。（観察・ワークシート） 

・今後の「共生」のあり方について、考えて記述し発表している。（観察、ワークシート） 

10. 学習方法および外部との連携 
・ＪＩＣＡ帯広（アルゼンチン研修生紹介、授業支援） 
・ＪＩＣＡ海外移住資料館（いみんトランク、中南米移住地記録写真集貸出） 

11. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み 
・昨年度はＪＩＣＡ北海道主催の「教師国内研修」に参加し、JA 北オホーツクや道立流氷科学センターと 
 の連携により、SDGs を興部高校としてどう広めていくかについての実践を行った。 
・今回の授業を通し、教科間連携（主に家庭科）を通じ今後も開発教育を広めていく予定である。 
・本学年である１学年だけではなく、２・３学年における地歴公民科の授業でも SDGs や国際理解等に関わ 
る内容に触れていきたい。 

 

 

【自己評価】 

12. 苦労した点 ・日本の SDGs の達成のための課題の１つである「共生社会」の実現を実感してもら

うため、どのような題材を扱うのか、どのような地域の資源を活用するかについて、も

のすごく悩んだ。 
・「地理総合」は２単位の科目のため、限られた時間の中で単元計画を工夫していかな

ければならないことについても悩んだ。 

13. 改善点 ・「共生」という言葉を最初に用いてしまうと、教師も生徒も分かった感覚で授業が 

 進んでしまうため、最後まで言葉をあえて出さない方が、理解が深まっていくこと 

 がわかった。 

・限られた時間での展開ですが、その時間内でも生徒たちの理解が深まるように、 

 教師側も適切に言葉を選んで、授業展開をしていかなければ、ワークシートの 

 回答も浅いものになってしまうことがわかった。 

14. 成果が出た点 ・この授業がきっかけなのか、授業が進んでいくにつれて、このクラスでは他者の 
 意見も尊重できるようになっていった。自分ごととして捉えられるようにする 
 ことはすごく重要であると考えている。 
・他国との接点が特に地方では少ない状況であるが、それでも技能実習生が近くに 
 来られたりすることもあること、すでに北海道でもグローバル化が生活圏の一部に 
なっていることを伝えることができたのでは、と思っている。 

 １学年の様子を受けて、他学年でも「私たちもぜひ他国の方と交流したいです」と 
 の声が上がっている。 
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15. 学 び の軌跡

（児童生徒の反

応、感想文、作文、

ノートなど） 

※以下は実際の生徒のワークシートの記述の一部である。 
Ｑ．JICA研修生との交流を通して気づいたこと・考えたことはどんなことですか？ 
→・思ったよりも言葉の壁がなかった ・世界をもっと知りたいなと思った 
 ・日系の人々がどのように生活をしているかが知れた 
 ・国籍が違っても、自国の文化を通して仲良くなれることに気づいた 
Ｑ．授業前と現在で、あなたの考えにどのような変化がありましたか？ 
→・その土地の文化に（実際に）触れることが必要であると感じた 
 ・最初はコミュニケーションが取れるか不安であったが、実際に交流してみて 
  楽しかった。もっとたくさんの人々と交流してみたいと感じるようになった 
 ・みんな仲良く、差別が無くなる世の中にしていきたい 
Ｑ．学習を通しての新たな問い 
→・他国の人々とより親密になるためには、何が必要なのか 
 ・どうしたら差別がなくなるのか 

16. 授業者による

自由記述 
この指導案作成前の事前研修において、「外部人材の選び方はものすごく重要であり、 
目的が達成されるように綿密な計画と打合せが必要だ」というようなことが、参加者の

先生方と共有されていたが、実際に授業を終えてみて、その言葉の真意が理解できた。 
目の前の生徒に対して、何を学ばせたいのか、そして学ばせた後にどのような生徒にな

ってほしいのか、などと綿密に計画を立て、その計画が必ず達成されるように授業案を

組み立てなければ、ただ時間が過ぎていくだけになってしまう。 
今回の授業実践でそのことを実感できたことは、今後の教員人生に大きな良い影響を

もたらすと思っている。 
今後も、国際理解について内容を深められるよう、教員の私が研鑽し、正しい知識や認

識で生徒を指導していけるよう努めていきたい。 

参考資料： 
・令和３年３月 埼玉県社会教育委員会議「令和元・２年度埼玉県社会教育委員会議における議論の整理」 
・令和元年８月２７日 文部科学省「平成２９年度 高等学校等における国際交流等の状況について」 
・２０１９年１１月 文部科学省「外国人の受入れ・共生に向けた文部科学省の取組概要について」 
・JICA横浜 海外移住資料館 いみんトランク（URL:https://www.jica.go.jp/jomm/education/imin.html） 

・JICA横浜 海外移住資料館 中南米移住地記録写真集 1964 

 （URL: https://jommdms.jica.go.jp/fmp/1964top/） 

 



①  月  日（  ） 校時  ②  月  日（  ） 校時 

教科名：地理総合 出席番号：  番 名前：             

 

①今回の授業タイトル 

「共生」とは？ 

②板書  

 本時の問い                                                    

 互いに「共生」を図っていくためには、どのような考え方が必要であるか？                 

                                                        

 Q．JICA 研修生との交流を通して気づいたこと・考えたことはどんなことですか？                              

                                                      

                                                      

                                                            

                                                       

                                                     

                                                       

                                                     

                                                         

 Q．日系人の高校生である亜島マリオさんが、アルゼンチンから興部高校１年Ａ組に入学をしてきました。    

   日本語が理解できず困っており、他学年の生徒からもからかわれたり、授業も理解できず、興部町での     

   生活も辛いものになっています。亜島さんが楽しく学校生活を送れるためには、どうしたらよいで      

   しょうか？？                                           

                                                       

                                                    

                                                      

                                                  

                                                      

 （参考）                                                  

  平成２９年度 高等学校等における外国人留学生（3 か月以上）の受入れ                  

  …２，６２１人（※出典：文部科学省「平成 29 年度 高等学校等における国際交流等の状況について」）                   

                                                       

                                                     

                               ←日本語指導が必要な外国籍の児童生徒の    

                                    言語別在籍状況                         

                                     （※出典：令和４年３月 文部科学省                         

                                          「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況       

                                           等に関する調査結果の概要（速報）」） 

                                                             

                                                       

                                                              

                                                       

                                                                                                       

                                                     

 

点検印 

※スペースの都合上、枠の大きさは小さく調整しています。 

Tengo problemas para entender japonés. 

Quiero llevarme bien con todos, pero... 

（※アルゼンチンの公用語：スペイン語） 

（私は日本語が理解できません。みんなと仲良くしたいけど…） 



 （これまでの学習を踏まえて、以下の答えを出そう）                                                

 Ｑ．「共生」を図るために、必要なことはどのようなことですか？                        

                                                        

                                                          

                                                     

                                                    

                                                      

 Ｑ．アルゼンチンに関する授業前と現在で、あなたの考えにどのような変化がありましたか？                  

                                                    

                                                        

                                                            

                                                          

                                                                                 

③学習を通しての新たな問い 

 

 

※スペースの都合上、枠の大きさは小さく調整しています。 

※スペースの都合上、枠の大きさは小さく調整しています。 

 



 
 
 

 

 亜島 マリオさん 

・家族ನ成 

 ༵Ტ日ኒᲣ、൐Ტ日ኒᲣ、 

 マリオさん、妹Ტ日ኒᲣ 

・日本にஹたኺዾ 

 ༵が働いている会ᅈでီ動が 

あり、アルゼンチンからᐻᢿへ 

᠃勤、それに合わせて一家で 

ᐻᢿထに住むことになった。 

・マリオさんの心境はᲹ 

 日本ᛖがあまりᛅせず、コミュニ

ケーションに困っている。 

Ჶ事例᲻Ჸ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ჶ事例᲼Ჸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルゼンチンからஹଐした 

ᐻᢿ᭗ఄᲫ年ဃ᲻さん 

「このペンケースのᑥ、なんかお前の᫊のᑥに似ているよね。」 

Ძ年ဃの᲼さん 

「ᄩᛐしてごみを持ってᘍっているのに、なんで僕だけがွわれるのだろうᲹᲹ」 

アルゼンチンからஹଐしたᐻᢿ᭗ఄဃ᳎さん 

ᐻᢿ᭗ఄᲬ年ဃ᳍さん 

「᧓ᢌったところへごみが捨てられているから、ද意してᲛ」 

「念のため、内容が୿かれたኡもบしておくからᲛ」 

Ძ年ဃのᲽさん 

「なんでサッカーがஊ名な国からஹたのに、サッカーができないのᲹ」 



 月   日（  ）  校時 

教科名：地理総合 出席番号：   番 名前：              

 

①今回の授業タイトル 

補助プリント（事例を通して、文化摩擦を考えよう） 

②板書  

＜事例Ａ＞                                            

アルゼンチンから来日した肌の黒い興部高校１年生Ａさんは、ある日教室でＢさんとおしゃべりをしているとき、Ｂ

さんに、「このペンケースの色、なんかお前の顔の色に似ているよね。」と言われました。別な日には、Ｃさんに「な

んでサッカーが有名な国から来たのに、サッカーができないの？」と言われました。 

 

Ｑ．このような発言に対して、Ａさんはどのような気持ちだったでしょうか？ 

 

 

 

 

Ｑ．ＢさんやＣさんの発言についてどう思いますか？  

 

 

 

＜事例Ｂ＞ 

アルゼンチンから来日した興部高校生Ｔさんは、授業終了後の掃除で出た燃えるごみを毎回集積所へ持っていき、所

定の場所へごみを捨てます。ある日Ｔさんが教室へ帰った後、先輩が来て、Ｔさんに「間違ったところへごみが捨て

られているので、注意して」と言い、さらに英語に訳された注意の紙もＴさんに渡しました。 

Ｔさんは「何度も確認しながら捨てていて、ごみの捨て方に間違いないのに」と思って、清掃の担当教員に相談した

ところ、間違って捨てていたのは、注意した先輩が所属するクラスの人であったことがわかりました。 

 

Ｑ．このときのＴさんはどのような気持ちだったでしょうか？ 

 

 

 

 

Ｑ．なぜこのようなことが起こってしまったのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

点検印 


